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１．研究計画の概要 

本研究の目的は、ハンガリー語において、

主として空間移動表現で使用される「動詞接

頭辞」と呼ばれる文法カテゴリーに属する要

素の意味と機能を明確にすることにある。動

詞接頭辞は、高度の多義的カテゴリーで、同

じひとつの動詞接頭辞が持つさまざまに異

なる意味は、もっとも基本的な意味である空

間的用法からメトニミーやメタファーなど

の意味拡張によってもたらされるものと考

えられる。本研究では、空間移動表現から抽

象的領域へ意味拡張が行われる過程におい

て、動詞接頭辞がどのような役割を果たすの

かを明らかにする。 

 

２．研究の進捗状況 

ハンガリー語において空間移動表現がど

のような言語手段によって実現されている

のかを検討した結果、動詞以外には、動詞接

頭辞、副詞、後置詞、格接尾辞が使用される

こと、動詞接頭辞は経路表現において大きな

役割を果たしていることを確認した。 

一般的に、移動の経路を動詞で表すか、

動詞の付随要素で表すかによって、前者は

動詞枠付け言語、後者は付随要素枠付け言

語と呼ばれているが、ハンガリー語は、こ

の分類に従えば、付随要素枠付け言語に分

類されることがわかった。 

代表的な動詞接頭辞（be, ki, fel, le, 

meg, el）の使用例を収集し、ある程度の意

味記述を行った。ほとんどの動詞接頭辞が、

移動の方向という基本的な意味のほかに、

完了アスペクト機能を持っていることがわ

かった。 

この完了アスペクト機能について、認知

意味論の観点から分析を試みた。その結果、

完了アスペクト機能は、移動表現における

経路の終端焦点化によって説明できること

がわかった。 

動詞接頭辞がもつ完了アスペクト機能に

ついて文法化および構文変化の観点から考

察した。 

動詞接頭辞 ki を取り上げて、その意味

構造を分析した。語彙概念構造(LCS)を使っ

て記述した結果、動詞接頭辞がつくことに

よって、基体動詞の語彙概念構造に変更が



加えられ、「外に存在するようになる」とい

う移動の結果状態が付加されることがわか

った。しかし、ki の持つ多義性については、

語彙概念構造の違いによって説明すること

ができないことも明らかになった。多義的

な意味については、視点の移動や、イメー

ジスキーマとメタファーやメトニミーによ

る意味拡張の観点から分析可能であるとの

考えに基づき、ある程度の分析を行った。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

(理由) 

ほぼ計画どおりに進んでおり、今年度末ま

でに一定の成果をまとめる目途がついてい

る。 

 

４．今後の研究の推進方策 

引き続き、代表的な動詞接頭辞（be, ki, 

fel, le, meg, el）の使用例を収集し、でき

るだけ多くの事例の意味記述を行う。 

動詞接頭辞がもつ完了アスペクト機能に

ついて文法化および構文変化の観点からさ

らに考察を深める。 

動詞接頭辞 ki 以外の接頭辞についても、

その意味構造を語彙概念構造(LCS)を使って

記述し、それでは記述できない意味の違いに

ついて、視点の移動や、イメージスキーマと

メタファーやメトニミーによる意味拡張の

観点から分析を試みる。 

研究の総括を行い、報告書にまとめる。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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